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多様な複合脂質が免疫機能を調節する：
脂質合成法開発と分子認識解明

２０２４年３月４日（月）１５時１０分から, Ｄ５０１

細菌成分を認識する自然免疫受容体が初めて発見されて四半世紀が経ち、
多様な自然免疫受容体や脂質抗原提示分子が存在することが見出されていま
す。しかしながら多くの受容体タンパク質分子は、どのような化合物群を認
識して免疫機能の調節を行うのか必ずしも詳細が解明されていません。我々
は、微生物由来の特徴的構造をもつ複合糖質･脂質のほか、内在性の複合糖質
･脂質に類似した構造あるいは内在性分子自身もこうした免疫調節性のタンパ
ク質因子に認識され免疫調節に関わることに着目し、活性分子の有機合成法
の確立および免疫調節性機能の解析を進めています。生体防御機構の複雑な
ネットワークを支える脂質機能の一端を、複合脂質分子と認識タンパク質因
子との結合や、細胞内挙動解析などから眺めた最近の成果をご紹介します。
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